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背景
連続精密生産における機能性化学品の高速連続抽出

分離を目的として、スラグ流という流動に着目しました。

スラグ流とは完全混和しない二相（主に水相/有機相）の

交互流れのことであり、流路サイズほどの大きな液滴

（スラグ)であるため液－液分離しやすく、それでいて内部

循環流による界面更新により素早い溶媒抽出が可能です。

開発内容
スラグ流の自在制御を可能にした交互送液方式のデバイ

スと、 液ー液界面制御弁が不要な液ー液分離デバイスを

開発しました。（特許出願中）

今後の展望
多段化による抽出率向上、ナンバリングアップ（並列化）に

よる処理量向上に取り組みます。

成果
エマルション由来の濁りを抑えた抽出分離により、純度の

改善(不純物約104⇒103 ppm)と抽出時間＆静置時間の

短縮(約10⇒1分)を実現しました。装置は卓上サイズに

収まり、モデル物質で回収量1 g/h程度の抽出分離を確認

しています。

流体制御デバイスによるスラグ流の自在制御
-高速抽出分離への応用-
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二相混合時の濁りを回避したいケースに効果的です。

安定なスラグ流生成、連続抽出分離プロセスに関するご相談をお受けできます。
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